
※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 ３１０ 

 

令和５年度国語科 

 

教科 国語 科目 古典探究 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「新編古典探究」（東京書籍） 

副教材等 「新訂版最新国語便覧」（浜島書店） 

 

１担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業では、課題に対して、自ら考え、周りの人と協働で考える活動を行います。 

様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に付

けてください。 

多くの古典を読み、さまざまな時代のものの見方に触れることで、多様な感性を持ち、それを自身の生活

や身の回りに生かしていく努力をしていきましょう。 

 

２学習の到達目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、口語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。 

（１）生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の伝統的な言語

文化に対する理解を深めることができるようにする。 

（２）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通した先人の

ものの見方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深

めたりすることができる。 

（３）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国

の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 

 

３評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ知識・技能 ｂ思考・判断・表現 ｃ主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生涯にわたる社会生活に必
要な国語について、その特質
を理解し適切に使っている。 

論理的に考える力や深く共感した
り豊かに想像したりする力を伸ば
し，古典などを通した先人のもの
の見方，感じ方，考え方との関わり
の中で伝え合う力を高め，自分の
思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。 

言葉を通じて積極的に他者と
関わったり、思いや考えを深
めたりしながら、言葉のもつ
価値への認識を深めようとし
ているとともに、言語感覚を
磨き、言葉を効果的に使おう
としている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一
学
期 

説話に親しむ ａ：文字や言葉の変化について理解を深

め、古典の言葉と現代の言葉とのつな

がりについて理解している。 

ｂ：展開のおもしろさを味わいながら，

説話を正確に読み取る。 

ｃ：文学作品の描写や会話、特徴のある

表現に興味をもち、登場人物の人間関

係や心理を読み取ろうとしている 

定期考査 

 

定期考査 

 

授業での行

動観察 

 

ワークシー

ト 

［教材］ 

『宇治拾遺物語』 
小野篁、広才のこと 

作り物語を読む 

ａ：古典を読むために必要な文語のきま

り、古典特有の表現などについて理解

している。 

ｂ：文章の構成や展開、表現の仕方、表

現の特色について理解している。 

ｃ：『竹取物語』に興味をもち、音読し

て文体の特徴を味わったり、人物の心

情の変化を読み取ったりしようとして

いる。 

定期考査 

 

定期考査 

 

授業での行

動観察 

 

ワークシート 

［教材］ 

『竹取物語』 
天の羽衣 
富士の山 

随筆を読む 

ａ：古典に用いられている語句の意味や

用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感

を磨き語彙を豊かにしている。 

ｂ:必要に応じて書き手の考えや目的，

意図を捉えて内容を解釈するととも

に，文章の構成や展開，表現の特色に

ついて理解している。 

ｃ：進んで各章段の構成や展開，内容を

的確に捉え，学習課題に沿って作者の

ものの見方，感じ方，考え方を読み取

ろうとしている。 

定期考査 

 

定期考査 

 

授業での行

動観察 

 

ワークシート 

［教材］ 

『徒然草』 
丹波に出雲といふ所あり 

和歌の世界 
ａ：古典に用いられている語句の意味や

用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感

を磨き語彙を豊かにしている。 

ｂ：必要に応じて書き手の考えや目的，

意図を捉えて内容を解釈するととも 

に，文章の構成や展開，表現の特色に

ついて理解している。 

ｃ：他の百人一首と読み比べ、討論を通じ

て自分の考えを伝え、他者と深く読み味わ

おうとしている。 

ワークシート ワークシート 授業での行

動観察 

グループワ

ーク 

 

［教材］ 

『小倉百人一首』より 

二
学
期 

古詩を味わう 

ａ：漢詩の特徴を理解し、先人のものの見

方，感じ方，考え方に親しみ，自分の

ものの見方，感じ方，考え方について

理解を深めている。 

ｂ：文章の種類を踏まえて，構成や展開

などを的確に捉えている。 

ｃ：積極的に白居易の「長恨歌」につい

て調べ，今までの学習を生かして，日

本文学に大きな影響を与えた理由につ

いて考察しようとしている 

定期考査 

 

定期考査 

 

授業での行

動観察 

 

ワークシート 

［教材］ 

『古体詩』 

桃夭・上邪・長恨歌 
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歌物語を楽しむ 

ａ：和歌の修辞を理解し、語句の意味や用

法を理解し，古典を読むために必要な

語句の量を増すことを通して，語感を

磨き語彙を豊かにしている。 

ｂ：文章の構成や展開、表現の特色につ

いて評価し、歌物語の歌について考え

を持っている。 

ｃ：作品に興味をもち、登場人物の行動

や場面の展開、和歌に表れた心情を読

み取ろうとしている。 

定期考査 

 

定期考査 

 

授業での行

動観察 

 

ワークシート 

［教材］ 

『伊勢物語』 
初冠 

日記を読む 
ａ：古典に用いられている語句の意味や

用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感

を磨き語彙を豊かにしている。 

ｂ:必要に応じて書き手の考えや目的，

意図を捉えて内容を解釈するととも

に，文章の構成や展開，表現の特色に

ついて理解している。 

ｃ：進んで各章段の構成や展開，内容を

的確に捉え，学習課題に沿って作者の

ものの見方，感じ方，考え方を読み取

ろうとしている。 

定期考査 

 

定期考査 

 

授業での行

動観察 

 

ワークシート 

［教材］ 

『土佐日記』 
馬のはなむけ 
帰郷 

日記を読む 

ａ：古典に用いられている語句の意味や

用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感

を磨き語彙を豊かにしている。 

ｂ:必要に応じて書き手の考えや目的，

意図を捉えて内容を解釈するととも

に，文章の構成や展開，表現の特色に

ついて理解している。 

ｃ：進んで各章段の構成や展開，内容を

的確に捉え，学習課題に沿って作者の

ものの見方，感じ方，考え方を読み取

ろうとしている。 

定期考査 

 

定期考査 

 

授業での行

動観察 

 

ワークシート 

［教材］ 

『更級日記』 
門出 

三
学
期 

作り物語を味わう 

ａ：古典に用いられている語句の意味や

用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感

を磨き語彙を豊かにしている。 

ｂ:必要に応じて書き手の考えや目的，

意図を捉えて内容を解釈するととも

に，文章の構成や展開，表現の特色に

ついて理解している。 

ｃ：進んで各章段の構成や展開，内容を

的確に捉え，学習課題に沿って作者の

ものの見方，感じ方，考え方を読み取

ろうとしている。 

定期考査 

 

定期考査 

 

授業での行

動観察 

 

ワークシート 

［教材］ 

『源氏物語』 
光源氏の誕生 

作り物語を味わう 
ａ：物語の登場人物の人間関係を把握し、 

作品の世界を味わおうとしている。 

ｂ：登場人物の心の動きを読み味わい、自

分の考えを論述することができる。 

ｃ：進んで各章段の構成や展開，内容を

的確に捉え，学習課題に沿って作者の

ものの見方，感じ方，考え方を読み取

ろうとしている。 

ワークシート ワークシート 授業での行

動観察 

グループワ

ーク 

 

［教材］ 

『源氏物語』 
若紫 
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４学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[話／聞、書、読]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

・話すこと／聞くこと…（１５）時間 

・書くこと…（２０）時間 

・読むこと…（３５）時間 

随筆を味わう ａ：古典に用いられている語句の意味や

用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感

を磨き語彙を豊かにしている。 

ｂ:必要に応じて書き手の考えや目的，

意図を捉えて内容を解釈するととも

に，文章の構成や展開，表現の特色に

ついて理解している。 

ｃ：進んで章段の構成や展開，内容を的

確に捉え，学習課題に沿って作者のも

のの見方，感じ方，考え方を読み取ろ

うとしている。 

定期考査 

 

定期考査 

 

授業での行

動観察 

 

ワークシート 

［教材］ 

『枕草子』 
ありがたきもの 


